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合計値は 16.07 秒であった。 
注視時間の全活動時間内の
合計値は 16.04 秒であった。 
 
以上 
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本稿で分析対象としたのは，2018 年 6 月，研究協
力校となった T 小学校の児童 2 名（実施日に 8 歳 11













図 1 活動の様子（パーテーション越しに撮影） 
３．手続き 
ペア児童には，前述の場所で，木製パターンブロ
ックを使って好きなように並べながら 2 人で 1 つの
ものをつくること，活動の時間は 5 分であることを
伝え，そのすぐ後に造形活動を行ってもらった。 
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が行った調査（武田 2020）でも用いた Learning 
Resources 社製「Wooden Pattern Blocks」である。































側の児童を L 児（女児の方），右側の児童を R 児（男
児の方）と表記する。L 児の，相手（つまり R 児）
の顔に対する注視時間の全活動時間内の合計値は
20.58 秒，R 児の，相手（つまり L 児）の顔に対する
注視時間の全活動時間内の合計値は 16.07 秒であっ











2:50～3:00 秒頃と 3:10～3:20 頃，R 児側では 2:10
～2:20 頃に見られる。 
113 武田 信吾 ： ペアによる児童の造形活動における相互作用の微視的研究
地域学論集 第 17巻第 1号(2020)
２．相手の手への注視状況 
 L 児の，相手の手に対する注視時間の全活動時間
内の合計値は 18.25 秒，R 児の，相手の手に対する
注視時間の全活動時間内の合計値は 7.61 秒であっ
た。図 3 を見ると，活動開始から 1:10 頃が分岐点と
なって両者の間に差が開いていることが，グラフの
推移として明確に現れている。1:10 頃までは，L 児
の方で，活動開始直後から 0:10 頃と 1:00～1:10頃






児は 3:40 頃より少しずつ段階的に伸びている。 
３．活動全体の概要と視線行動の時系列的推移 
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ぐに L 児の顔に視線を向ける。L 児はパーテーショ
























図 5 視線行動の時系列的推移（その 2） 
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R 児は L 児の顔を見ながら「終わりにする？」と言










までの第 1 段階では，互いに関わり合うなかで 1 つ
の制作物がつくられ，次第に活動の方向性が見えて
くる。そこから 3 分後頃までの第 2 段階では，次の
展開について両者の間で検討され，2 つ目の制作物
がつくられていく。さらにそこから活動終了時まで
の第 3 段階では，2 人の活動が分離しつつも，協調
して制作する姿が見られる，という括りである。 
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 第 3 段階では，L 児と R 児は別々に制作を行って
いく。L 児が「休憩が台無しだ」や「◯◯さんとが
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